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合
併
特
例
法
に
よ
る

特
例
措
置
っ
て

「
市
町
村
の
合
併
」
は
あ
く
ま

で
も
「
市
町
村
の
廃
置
分
合
」
の

一
形
態
で
す
か
ら
、
そ
の
法
律
上

の
根
拠
は
、
「
市
町
村
の
廃
置
分

合
」
に
つ
い
て
規
定
し
た
地
方
自

治
法
第
七
条
に
あ
り
ま
す

。

そ
し

て
、
「
市
町
村
の
合
併
」
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
の
特
例
措

置
を
定
め
て
い
る
の
が

「
市
町
村

の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」

(い
わ
ゆ
る

「合
併
特
例
法
」)
で

す
。

原
則
と
し
て
「
市
町
村
の
合
併
」

に
つ
い
て
は
、
こ
の
合
併
特
例
法

を
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

合
併
特
例
法
は
、
昭
和
四
十
年
に

施
行
さ
れ
て
以
来
、
何
度
か
の
改

正
や
期
間
延
長
を
経
た
中
、
平
成

十
一
年
に
は
第

二
十
五
次
地
方
制

度
調
査
会
の
「
市
町
村
の
合
併
に

関
す
る
答
申
」
や
地
方
分
権
推
進

計
画
な
ど
を
踏
ま
え
た
形
で
大
規

模
な
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
趣
旨
と
し
て
は
、
市

町
村

の
合
併
の
も
つ
今
日
的
な
意
義
を

考
慮
し
て

、

合
併
に
向
け
た
環
境

を
積
極
的
に
整
備
し
て
自
主
的
な

市
町
村
の
合
併
を
推
進
し
て
い
く

と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。

法
律
の
有
効
期
限
は
平

成
十
七
年
三
月

三
十

一
日
ま
で
の

期
限
立
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
合
併
特
例
法
に
よ
る
特
例

措
置
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、

住
民
発
議
制
度
と
は
?

市
町
村
の
合
併
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て

、

関
係
市

町
村
の
当
局
や
住
民
の
意
向
が
尊

重
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す

。

近

年
、
全
国
的
に
住
民
や
地
域
の
経

済
団
体
な
ど
に
よ
り
、
合
併
を
目

指
し
た
活
発
な
取
組
み
が
な
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
応
し
、

従
来
の
よ
う
に
行
政
主
導
の
合
併

だ
け
で
な
く
、
住
民
等
の
主
導
に

よ
る
合
併
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
、

ま
た
こ
の
こ
と
で
住
民
の
関

心
を
高
め
、
合
併
へ
の
機
運
を
醸

成
す
る
た
め
、

合
併
協
議
会
設
置

の
直
接
請
求
制
度
が
平
成
七
年
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十

一
年
の
改
正
で
は
、
制

度
創
設
後
の
実
態
を
踏
ま
え
、
す

べ
て
の
関
係
市
町
村
聞
の
住
民
の

代
表
者
が
あ
ら
か
じ
め
同

一
内
容

の
請
求
す
る
こ
と
に
つ
い
て
都
道

府
県
知
事
の
確
認
を
得
た
上
で
請

求
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
関
係

市
町
村
は
、
合
併
協
議
会
設
置
に

つ
い
て
、
議
会
へ
の
付
議
が
義
務

づ
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

。
合
併
協
議
会
と
は
?

合
併
を
行
う
こ
と
自
体
の
可
否

も
含
め
て
、
市
町
村
建
設
計
画
の

作
成
そ
の
他
合
併
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
事
項
の
協
議
を
行
う
組
織

。

市
町
村
の
有
権
者
の
五
十
分
の
一

以
上
の
者
の
署
名
を
も
っ
て
、
市

町
村
長
に
対
し
て
合
併
協
議
会
の

設
置
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き

ヲ
心。

広報かわうち

合
併
協
議
会
は
地
方
自
治
法
第

二
五
二
条
の
二
の
協
議
会
で
す

が
、
会
長
や
委
員
に
つ
い
て
、
関

係
市
町
村
長
、
そ
の

他
の
職
員
、

関
係
市
町
村
の
議
会
の
議
員
ま
た

は
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
選
任
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

合

。
市
町
村
建
設
計
画
と
は
?

住
民
に
対
し
て
合
併
市
町
村
の

将
来
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
与

え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
住
民
が
合
併

の
適
否
を
判
断
す
る
と
い
う
、
い

わ
ば
合
併
市
町
村
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
も

の
。



地
域
審
議
会
と
は
?

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
合
併
後

も
地
域
住
民
の
声
を
施
策
に
反
映

さ
せ
、
き
め
細
か
な
行
政
サ
ー

ビ

ス
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
合
併

前
の
市
町
村
の
協
議
に
よ
り
、
合

併
前
の
市
町
村
の
区
域
を
単
位
と

し
て
、
必
要
な
地
域
に
地
域
審
議

会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

。

人
口
が
少
な
い
地
域

等
で
は
、

合
併
前
に
市
で
あ
っ
た

地
域
を
含

む
場
合
で
も
、
合
併
後
、
地
方
自

治
法
上
の
市
と
な
る
べ
き
要
件

(
五
万
人
以
上
と
す
る
人
口
要
件

の
ほ
か
、
中
心
市
街
地
内
の
戸
数

の
割
合
や
都
市
的
業
態
の
従
事
者

の
割
合
の
要
件
、
そ
の
他
都
道
府

県
条
例
で
定
め
る
要
件
が
あ
り
ま

す
。

)を
満
た
さ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
平
成
十
七
年

三
月

三
十

一
日
ま
で
聞
に
限
り
、

二
疋
の
合

併
の
場
合
に
は
、
こ
れ
を
満
た
さ

な
く
て
も
市
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
特
例
を
設
け
ま
し
た

。

平
成
十
六
年

三
月

三
十

一
日
ま

で
に
行
わ
れ
る
合
併
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
上
の
市
と
な
る

べ
き
要
件
を
備
え
て
い
な
い
場
合

で
も
、
人
口

三
万
人
以
上
で
市
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

な
お
、
平
成

十
六
年
四
月

一
日

か
ら
平
成
十
七
年

三
月

三
十

一
日

ま
で
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
市
と

な
る
べ
き
要
件
は

、

人
口
四
万
人

以
上
並
び
に
地
方
自
治
法
及
び
県

条
例
に
定
め
る
要
件
と
な
り
ま

す
。

。
市
と
聞
と
で
の
違
い
は
?

組
織
面
で
は
、

①
議
会
の
議
員
の
定
数

②
議
会
の
招
集
の
告
示
期
間

③
議
会
事
務
局
を
置
か
な
い
場
合

の
書
記
長
の
必
置
制

④
収
入
役
の
必
置
制

⑤
選
挙
管
理
委
員
会
の
書
記
長
の

必
置
制

⑥
監
査
委
員
の
定
数

⑦
福
祉
事
務
所
の
必
置
制

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

機
能
面
で
は
、
主
に
生
活
保
護
、

児
童
福
祉
、
老
人
福
祉
等
の
社
会

福
祉
関
係
の

事
務
な
ど
で
相
当
程

度
町
村
と
異
な
っ
て
お
り
、
重
要

な

事
務
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
責
任
を
有
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
市
の
う
ち
、
二
疋
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
を
設
置

し
、
建
築
主
事
を
置
く
な
ど
、
市

の
規
模

、

能
力
等
に
よ
っ
て
そ
の

処
理
す
べ
き
事
務
に
差
異
が
設
け

ら
れ
ま
す
。

国
や
都
道
府
県
の
役
割
は
?

平
成
十
一
年
の
改
正
に
よ
り
、

国
は
都
道
府
県
と
市
町
村
に
対

し
、
ま
た
都
道
府
県
は
市
町
村
に

対
し
、
市
町
村
の
合
併
に
関
す
る

助
言
や
情
報
の
提
供
等
を
行
う
こ

と
が
明
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

合
併
市
町
村
の
建
設
に
資
す
る
た

め
に
、
国
は
財
政
上
の
措
置
等
を
、

都
道
府
県
は
市
町
村
建
設
計
画

(
合
併
市
町
村
の
マ
ス
タ
ー

0

フ
ラ

ン

)
上
の
事
業
の
実
施
等
を
行
う

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
明
示
さ
れ
ま
し
た

。

都
道
府
県
知
事
は
、
関
係
市
町

村
に
対
し
て
、
合
併
協
議
会
を
設

置
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
で
き
る
こ

と
が
明
示
さ
れ

、

そ
の
場
合
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
そ
の
市
町
村
の
意
見

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

。
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財
政
面
で
の
支
援
は
?

市
町
村
は

、

合
併
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
諸
経
費
の
節
約
が
可
能
に

な
る
な
ど
、
よ
り
効
率
的
な
行
財

政
運
営
が
可
能
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の

一
方
で
、
合
併
直
後
は
新
し

い
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

た
め
に
多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す

。

そ
こ
で
、
合
併
後
の
市

町
村
に

お
け
る
ま
ち
ず
つ
く
り
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
行
政
基
盤
の
強

化
を
図
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り
、

特
例
的
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す

。

ま
ち

"

つ
く
り
(
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
事
業
)
の
推
進

平
成
十
一
年
の
改
正
に
よ
り

、

合
併
市
町

村
が
市
町
村
建
設
計
画

に
基
づ
い
て
行
う

一
定
の
事
業
に

要
す
る
経
費
及
び

一
定
の
基
金
の

積
立
て
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

は
、
合
併
年
度
及
び
こ
れ
に
続
く

十
ヵ
年
度
に
限
り
、
地
方
財
政
法

第
五
条
各
号
に
規
定
す
る
経
費
に

該
当
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、

地
方
債
(
合
併
特
例
債
)
を
も
っ

て
そ
の
財
源
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

ま
た
、

そ
の
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の

一

部
に
つ
い
て
、
普
通
交
付
税
措
置

を
行
う
も
の
と
さ
れ
ま
し
た

。

こ

の
措
置
は
、
平
成
十

一
年
以
降
の

市
町
村
の
合
併
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。

行
財
政
基
盤
の
強
化

市
町
村
は
、
合
併
す
る
こ
と
に

よ

っ

て
経
費
の
節
約
が
可
能
と
な

る
の
で
、

一
般
的
に
は

、

必
要
と

4
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合併特例債(今回の改正により創設}

匹以車凶魁臨脳血単品
. j也万E担独事業に加え 回廊1問幼事業についても財政j詰也の対象

・ 過疎旬並みの財政指fE

な
る
地
方
交
付
税
の
額
は
、
合
併

前
に
比
べ
て
少
な
く
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
合
併
当
初
は
、

経
費
の
節
約
も
困
難
な
面
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
急
に
地
方
交
付
税
が

減
少
し
な
い
よ
う
激
減
緩
和
措
置

(
合
併
算
定
替
)
を
十
五
年
度
問

に
わ
た
っ
て
適
用
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

合併算定替
合併年度及びこれに続く10か年度(従来は5か年度)は合併し

芯かった混合の普通交付税額を全額保障します。 さらにその後

5 か年度はこの増加額を段階的に縮減します。

。 1 1 年度目以陪l<l. f2聞がJ
に縮話

。

合Gi l平定値
による地方
交付税のm
加額

5 10 15年
平成 11 年度の己主正により

←ーー 現 行 ーー+←ーー延長一-Hーー現行ーー+

。
地
方
債
っ
て
?

地
方
団
体
が
行
う
長
期
(
一
年

以
上
)
借
入
の
こ
と
で
す
。
地
方

団
体
が
長
期
の
借
入
を
行
う
こ
と

を
「
地
方
債
の
発
行
」
と
い
い
ま

す
が
、
地
方
債
の
発
行
に
つ
い
て

は
、
現
在
許
可
制
度
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

。
地
方
交
付
税
っ
て
?

普
通
交
付
税
と
特
別
交
付
税
の

二
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で

書
か
れ
て
い
る
地
方
交

付
税
措
置

は
普
通
交
付
税
に
よ
る
措
置
で

す
。

普
通
交
付
税
は
、
各

地
方
団

体
ご
と
に
基
準
財
政
需
要
額
(
そ

の
団
体
の
人
口

・

面
積

・

立
地
条

件
等
か
ら
理
論
的
に
算
定
さ
れ
る

必
要
経
費
)
が
基
準
財
政
収
入
額

(
基
準
財
政
需
要
額
と
同
様
、
理

論
的
に
算
定
さ
れ
る
そ
の
団
体
の

収
入
)
を
上
回
る
額
、
す
な
わ
ち

財
源
不
足
額
に
応
じ
て
配
分
さ
れ

る
も
の
で
す
が
、
補
助
金
と
は
異

な
り
使
い
道
が
制
限
さ
れ
な
い
も

の
で
す
。

「
地
方
交
付
税
で
措
置
」

と
い
う
の
は
、
基
準
財
政
需
要
額

に
必
要
経
費
と
し
て
算
入
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す

。

。
そ
の
他
の
財
政
措
置

上
記
「
合
併
特
例
債
」
「
合
併

算
定
替
」
の
ほ
か
に
、
例
え
ば
次

の
よ
う
な
財
政
上
の
措
置
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

広報かわうち

①

合
併
直
後
の
臨
時
的
経
費
に

対
す
る
財
政
措
置

(
五
ヵ
年
度

・

普
通
交
付
税
)

②
合
併
関
係
市

町
村
聞
の

公
債

費
負
担
格
差
是
正
の
た
め
の
財

政
措
置

会
一
ヵ
年
度
・
特
別
交
付
税
)

③
都
道
府
県
の
行
う
合
併
支
援

経
費
に
対
す
る
財
政
措
置

④

市
町
村
に
お
け
る
合
併
協

議

会
設
置
経
費
等
合
併
準
備
経
費

に
対
す
る
特
別
交
付
税
措
置

①
都
道
府
県
の
行
う
合
併
の
た

め
の
調
査

・

研
究

、

気
運
醸
成

等
に
要
す
る
経
費
に
対
す
る
普

通
交
付
税
措
置

。



議
会
の
議
員
の
定
数
、
在
任

次
の
図
の
範
囲
内
で
、
合
併
市

町
村
の
議
会
の
議
員
の
定
数
を
増

加
す
る
か
、
ま
た
は
合
併
関
係
市

町
村
の
議
会
の
議
員
が
合
併
市
町

村
の
議
会
の
議
員
と
し
て
在
任
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

φ 
特例なし。定刻特例

- , 
合例|見l係市町村のi悶の定数の 2 1，日の il，1! ~岬恥、
回l内で1m}川 司・也辺与品~

新設合併の楊合

φ 
z 首相、問内で附山定dp

争

特例なし。在任椅例

ミb
。定敵将倒

編入を冒 る合iJ1 1l'1係市
町村の|臼定数に人口;切
で似た散を121JJ[ j (,;- ) 

。定敵将例

編入を晋 る合fJI 関係市
町村の|日定政に人口;1:11
で似たぬを 1{~lJJ jj ( ー )

編入合併の窃合

ミb
。定敵将例

編入をする合例関係市
町村の旧定訟に人口百j
で得た数をi由加 ( ー )

編入芭杓る合併関係市町村の区域ごとにill挙区 ( ~t~~ = 人口剖でínた叡)を設I白

。往信縄例

調入をする合m関係市町村の議
会の級口の銭任JYllt\]

や

議
会
の
議
員
の
退
職
年
金

市
町
村
の
合
併
が
な
か

っ
た
な

ら
ば
、
議
員
共
済
の
退
職
年
金
の

受
給
資
格
(
在
職
期
間
十

二
年
以

上
)
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
議
員

も
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
年
金

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

過
疎
地
域
の
活
性
化
の

た
め
の
地
方
債
の
特
例

合
併
関
係
市
町
村
に
過
疎
地
域

の
市
町
村
が
含
ま
れ
る
合
併
市
町

村
の
う
ち

一
定
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
経
過
的
措
置
と
し
て

一
定
期

間
、
過
疎
債
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

地
方
税
の
不
均
一
課
税

市
町
村
の
合
併
後
直
ち
に
合
併

市
町
村
の
全
区
域
に
わ
た

っ

て
均

一
の
課
税
を
す
る
こ
と
が
、
か
え

っ

て
合
併
市
町
村
の
住
民

負
担
に

と

っ

て
衡
平
を
欠
く
こ
と
に
な
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
市
町

村
の
合
併
が
行
わ
れ
た
日
の
属
す

る
年
度
及
、
び
こ
れ
に
続
く
一
一
一ヵ年

度
に
限

っ

て
、
不
均

一
の
謀
税
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

都
道
府
県
の
議
会
の

議
員
の
選
挙
区

一
定
期
間
に
限
り
、
従
前
の
選

挙
区
に
よ
る
か
、
合
併
市
町
村
が

従
前
に
属
し
て
い
た
都
市
の
区
域

を
合
せ
て

一
選
挙
区
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

選
挙
に
よ
る
委
員
は
、

二
疋
数

以
内
、
一
定
期
間
に
限
り
引
き
続

き
在
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

職
員
の
身
分
取
り
扱
い

合
併
の
際
に
合
併
関
係
市
町
村

の

一
般
職
の
職
員

が
引
き
続
き
職

員
の
身
分
を
保
有
す
る
よ
う
に

し
、
ま
た
公
正
に
取
り
扱
わ
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

災
害
復
旧
事
業
費
の

国
庫
負
担
等
の
特
例

災
害
時
の
事
由
に
対
す
る
国
の

財
政
援
助
に
つ
き
、
合
併
市
町
村

が
不
利
益
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
を
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
特
例
支
援
策
な
ど
を

有
効
に
活
用
し
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

六
月
か
ら
町
内
十
五
公
民
館
で

実
施
し
ま
し
た
合
併
問
題
懇
談
会

で
は
多
く
の
住
民
の
方
の
参
加
、

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
懇
談

会
は
、
合
併
問
題
に
関
し
、
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り

、

全
般
的

な
内
容
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
尚
一
層
、
一
人
で
も
多
く
の

住
民
の
皆
様
方
に
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
進
め
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
広
報
も
六
月
号
か
ら
、

市
町
村
合
併
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
、
全
体
的
な
あ
ら
ま
し
に
つ
い

て
ポ
イ

ン
ト

的
に
掲
載
し
て
き
ま

し
た
が
、
次
回
は
県
の
合
併
推
進

要
綱
に
あ
り
ま
す
合
併
パ
タ

ー

ン

に
基
づ
き
、
更
に
住
民
の
皆
様
に
、

合
併
に
つ
い
て
の
判
断
材
料
の
参

考
と
な
る
よ
う
な
身
近
な
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
自
ら
の
問
題
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に

つ
い
て
共
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

、
つ
ノ。

広報かわうち

。



-
老
人
保
健
特
別
会
計

支
払
基
金
精
算
返
還
金
な
ど
で

補
正
予
算
額

九
、
九
五
O
千
円

O
川
内
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

補
正
後
の
予
算
総
額

つ
い
て

一 、

三
四
五
、
O
七
三
千
円

O
川
内
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
公
共
下
水
道
特
別
会
計

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

平
成
十
三
年
度
の
六
月
定
例
町
議
会
は

、

六
月
十
五
日
開
会

補
正
後
の
予
算
総
額
臨
時
雇

人
科
で
る
法
律
の
公
布
に
伴
い

、

関
係
条

し
、

町
税
条
例
の
了
部
改
正
な
ど
の
専
決
処
分
二
件
を
承
認

、
四
、

六
九
二
、
八
O

四
千
円
補
正
予
算
額
例
を
改
正
す
る
も
の
で

、

急
を
要

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
四
議
案
を
可
決

、
議
員
発
議
一
件

、
王
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と

三
、

0
0
0

千
円
す
る
た
め

専
決
処
分
し

、

議
会
で

を
採
択
し
て

、

六
月
十
八
日
閉
会
し
ま
し
た

。
お
り
で
す

。

補
正
後
の
予
算
総
額
承
認
さ
れ
ま
し
た

。

O
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
(
茶
堂
集

七
五
七
、
七

O
九
千
円

O
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
等

総
額
一
億

二
千
七
百
四
万

二
千
円

会
所
)
整
備
事
業
費
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
補
正
と
な
り
ま
し
た

。
二
三

、
七
二
二

千
円

.
ふ
る
さ
と
交
流
館
特
別
会
計

職
員
の
旅
費
の
支
給
に
つ
い

O
芸
予
地
震
被
害
住
宅
修
繕
補
助

ふ
る
さ
と
交
流
館
駐
車
場
用
地
て
、
中
予
地
区
内
の
出
張
に
係
る

補
正
予
算
額

金

九
O
O

千
円
購
入
費
な
ど
で
日
当
は
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場

一
二
七
、
O
四
二
千
円

O
法
定
外
公
共
物
譲
与
申
請
業
務

補
正
予
算
額
合
を
除
き
、
支
給
し
な
い
よ
う
に

委
託
料

二
ハ
、
五
O
O

千
円

二
七
、
三
二
六

千
円
改
め
、
併
せ
て
関
係
条
例
の
所
要

。
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費

補
正
後
の
予
算
総
額
の
改
正
を
行
う
も
の

。

(
可
決
)

二
七
、
九
六

O
千
円

二
O
一
二、

=
=
二

千
円

O
投
票
管
理
者
等
の
報
酬
支
給
条

O
地
域
戦
略
プ
ラ
ン
事
業
推
進
費
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
八
、
0
0
0

千
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経

0
.

が
け
崩
れ
防
災
対
策
費

国
庫
支
出
金
等
精
算
返
還
金
な
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
並
び
に

八
、

0
0
0

千
円
ど
で
職
員
の
旅

費
に
関
す
る
条

例
の

一

O
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

補
正
予
算
額
部
改
正
に
伴
い

、

所
要
の
改
正
を

費

二
三
、
四
七

二
千
円

二
、
八
三
O
千
円

行
う
も
の
。

(可
決
)

O
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費

補
正
後
の
予
算
総
額

O
川
内
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

七
、
七
O
六
千
円
五
九
一
、
九

三
八
千
円

部
改
正
に
つ
い
て

愛
媛
県
木
材
業
者
及
び
製
材
業

圃・・

広報かわうち

般
議
案

補
正
総
額

-
億
七
千
十
四
万
八
千
円

ー
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
な
ど
1

・'

-
補
正
予
算

-
一
般
会
計

道
路
橋
梁
新
設
改
良
費
な
ど
で

。

道路改良が進む天神西組線



止愛に O もをじ期 O め者
と媛関愛 一川 の行る財介 条川 、登
な県す媛 部内 。 う余政護 例内 所録
つ犬る県 改町 た剰運保 の町 要条
たの条動 正犬 め金用険 制介 の例
た危例物 にの ののを事 定護 改が
め害のの つ危 基適行業 に給 正廃
、防制愛 い害 金正うに つ付 を止
所止定護 て防 をなこお い費 行と
要条に及 止 設管とい て準 うな
の例伴ぴ 条 (置理かて 備 ♀も
改がい管 例 可す運ら、 基 円のた
正廃 、 理 の きる用生中 金 き 。 た

o 0 使施 制管 O を
町 負天整平 用行こ定理 川つ管川 行
営 契神備成 料さのす運内 い理内 う
土 約西事十 はれ条る用町 てに町 も
地 の組業三 、ま例もを町 関町 の
改 締線 13 年 下すはの行民 す民
良 TE 道地度 の 。 、 。 う運 る運

事 と路特地 と町八 た動 条動
業 パ改道方 お民月 め場 例場
( 平良第特 り運 ー のの の設
井 三 、工一定 で動自主条適 制置 主主
内町 事号道 す場か円例正 定及 円
中 速 請 路 。 のら 5 をな にび き

0 
基設川
本の内
協建町
定設公 計
の工共 画
一事下 の
部委水 変
を託道 更
変に根 に
更関幹 守 っ
すす的 立 い
るる施 55 て

000  0 
険平越水平計道平報計平
特成計道成算特成告繰成
別十算特十書別十に越十
会二書別二の会二つ明二
計年の会年報計年い許年
繰度報計度告繰度て費度
越川告繰川に越川 繰川
明内に越内つ明内 越内
許町つ明町い許町 計町
費介い許公て費簡 算一
繰護て費共 繰易 書般
越保繰下 越水 の会

0 ・・・意道
見路
書特
定

霧 車
事 制
C 度
れ r
ま 句』

L 亨
じ る

同長の動静

基本使用料
名称

区分 金額

全 日 1 ， 000円

川内町町民

運動場

半 日 500円

地
区
)

幸R

合併問題懇談会(河之内地区)

合併問題懇談会(南方西部地区)

県町村会定例評議員会

6月定例町議会(第1 日)

合併問題懇談会(則之内西地区)

合併問題懇談会(滑川|地区)

愛媛大学医学部附属病院新病棟竣工式

6月定例町議会(最終 日)

川内町夏祭り実行委員会総会

合併問題懇談会(北方西部地区)

温泉郡老人クラブ連合会総会

えひめ中央農協総代会

川内町公民館活動推進大会

中央家畜保健衛生推進協議会総会

川内町水防協議会

松山市農協総代会

川内町還暦式

合併問題懇談会(南方東部地区)

合併:検討特別委員会行政視察

故武田中島町長IflJ葬

合併問題懇談会(井内地区)

松山中央保健所運営協議会

合併問題懇談会(北方東部地区)

松山外環状線他3道路整備促進期成同盟会

合併問題懇談会(則之内東地区)

合併問題懇談会(土谷地区)

国土交通省四園地方整備局要望

国土交通省本省等要望

合併問題懇談会(横灘団地地区)
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協
定
の
締
結
に
つ
い
て

(可
決
)

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

O
川
内
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営

状
況
に
つ
い
て

O
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
審
査
報

&
ロ

平
成
十
二
年
請
願
第

一
号
「
介

護
保
険
の
改
善
に
関
す
る
請
願

書
」
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

とヒ
Eコ

吾主主
日我

員
発
吾主主
E我

ぬ

議会のうごき

7/5 

7/10 

7/11 

社会教育委員会 総務文教委員長

6月定例町議会(第1 日) 全議員

議会運営委員会 議長・運営委員

愛媛大学医学部附属病院新病棟竣工式

議長

6/18 6月定例町議会(最終日 ) 全議員

6/19 夏祭り実行委員会 議長

6121 吉野川直轄砂防事業30周年式典 議長

6/22 社会福祉協議会理事会 議長

6/29 川内町水防協議会 議長 ・ 常任委員長

7/1 川内町還暦式正副議長・総務文教委員長

7/3~4 合併検討特別委員会行政視察

議長・特別委員

議長

議長

議長

故武田中島111] 長町葬

国土交通省四国地方整備局要望

国土交通省本省等要望

広報かわうち

6/11 

6/15 

6/17 



六
十
五
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て

は
、

介
護
保
険
法
の
円
滑
な
施
行

の
た
め
の
特
別
対
策
と
し
て
、
介

護
保
険
の
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
の

利

用
の
仕
方
な
ど
に
慣
れ

、

理
解
を

い
た
だ
き
な
が
ら
保
険
料
を
負
担

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

、

-
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
九
月
ま

で
の
半
年
間
は
保
険
料
を
納
め

な
く
て
も
よ
い
こ
と

-
平
成
十

二
年
十
月
か
ら

平
成
十

三
年
九
月
ま
で
の

一
年
間
は

、

本
来
の
保
険
料
の
半
額
を
納
め

る
こ
シ
」

と
さ
れ
て
い
ま
し
た

。

そ
し
て

、

平
成
十
三
年
十
月
か
ら
は
本

来
の

額
の
介
護
保
険
料
を
納
め
る

こ
と

に
な
り
ま
す

。

-平成12年度か514年度の65歳以上の方の保険料額

保険料が軽減された分は
国が負担することになり
ます

本来の保険料の額
を納めます

平
成
日
年
問
月
か
ら

高
齢
者
の
方
の

介
護
保
険
料
が
本
来

の
金
額
と
な
り
ま
す
f

ム

平成15年4月
ム

平成1 3年10月

の
す
料
ま

日

険
め
平

l

保
納
J
A

ム
3

の
賠
成

来
客
平

本
斗
寸

保険料を
納める必
要はあり

ません

広報かわうち

介
護
保
険
で
は
、
介
護
を
み
ん
な
で
支
え
る
た
め
、
高
齢
者
の
方

も
含
め
四
十
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
に
、
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

ム

平成12年10月

-
保
険
料
の

納
め
方

↑

本
来
の
保
険
料
額
↓

ム

平成12年4月

保
険
料
の
納
め
方
に

は
、

年
金
か
ら
の
天
引
き

(
特
別
徴
収
)
と
、
口
座

振
替
又
は
納
付

書
に
よ
り

役
場
に
納
付

(普
通
徴
収

)

し
て
い
た
だ
く
方
法
が
あ

り

ま
す
。

-
年
金
か
5

の
天
引
き
(
特
別
徴

収
)

老
齢
・
退
職
年
金
を
年
額
十
八

万
円

(月
額

一
万
五
千
円
)
以
上

そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
保
険
料
額
に

つ
い
て
は
、
既
に
発
送
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
納
入
通
知

書
(
介

護
保
険
料
額
決
定
通
知
書

)
に
よ

り

ご
確
認
く

だ
さ
い
。

受
け
て
い
る
方
は
、
年
金
か
ら
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

特
に

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。

※
老
齢
福
祉
年
金
、
障
害
年
金
、

遺
族
年
金
等
天
引
き
の
対
象
と
な

ら
な
い
年
金
も
あ
り
ま
す

。

年
度

途
中
の
転
入
者
、
今
年

三
月
以
降

に
六
十
五
歳
に
な
ら
れ
る
方
も
、

今
年
度
は
特

別
徴
収
の
対
象
者
と

は
な
ら
ず

、

普
通
徴
収
の
対
象
者

と
な
り
ま
す
。

-
口
座
振
替
、
納
付
書
に
よ
る
納

付
(
普
通
徴
収
)

老
齢

・

退
職
年
金
が
年
額
十
八

。

万
円

(
月
額

一
万
五
千
円
)
未
満

の
方
は
、
納
期
ご
と
に

、

口
座
振

替
又
は
納
付

書
に
よ

っ

て
役
場
又

は
金
融
機
関
へ
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す

。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

、

で
き

る
だ
け
口
座
振
替
の
手
続
き
を
と

っ

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

今百 間
T回 目 、:

l n 護 送 !
9T わ
6 ~;'\; せ
6 繋 先

I.II¥. _ 

2 除
2 耳、

2 i 
3 



だすいれ だへ祉地希の歳願と
さのたるなさ八課区望方以いり老
いでだ方おい月(班さで上しま人
、けが、 。 十 E 長れ老のてと福

あな多会 日 9 さる人老いめ祉
らい数場 ま 6 ん方福人まは大
か場のの で 6 かは祉クす老会
じ合時者1$ に・又、大ラの人へ
めがは合 お 2 は老会ブでクの
ごご、で 申 2 、人へに、ラ出

了ざご希 し 2 役ク出未六ブ席
承い出望 出 3 場ラ席加十に者
くま席さ く ) 福ブを入五おの

老人福祉大会

のご案内
幸
せ
で
明
る
い
長
寿
社
会
を
築

き
高
齢
者
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
、
九
月
十
五
日
か
ら

二
十

一
日

ま
で
老
人
保
健
福
祉
週
間
の
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

川
内
町
で
は
、
老
人
保
健
福
祉

週
間
の
記
念
行
事
と
し
て
九
月
十

五
日
(
敬
老
の
日
)
に
中
央
公
民

館
で
老
人
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

こ
の
大
会
で
は
、
健
康
優
良

老
人
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

・

金

婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
な
ど
へ

表

彰
や
記
念
品
の
贈
呈

、

小
・
中
学

校
児
童
生
徒
の
敬
老
作
文
の
発
表
、

老
人
意
見
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。

“ダイヤモンド婚式"
“金婚式"
おめでとうございます

社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る

年
金
相
談

の
実
施
に

つ
い
て

川内町では、めでたくダイヤモン

ド婚式、金婚式を迎えたご夫婦を老

人福祉大会にご招待し、 心からお慶

び申し上げたいと思います。

今年度、ダイヤモンド婚式該当は、

昭和16年 12月 3 1 日までに婚姻の届け

出をされたご夫婦、金婚式該当は、

昭和26年 l 月 1 日から昭和26年 12月

3 1 日までに婚姻の届け出をされたご

夫婦です。

民生児童委員、老人クラブの皆さ

んのご協力を得て、調査をしていま

すが、今年度ダイヤモンド婚式、金

婚式に該当すると思われるご夫婦の

方、あるいはお心当たりのある方は、

福祉課 (fi966 -2223) までご連絡くだ

さい 。 婚姻届出日を確認し、該当さ

れるご夫婦には、老人福祉大会への

ご案内をいたします。

松
山
東
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
に
よ
る
年
金
相
談
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

日
頃
、
年
金
に
つ
い
て
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
や

、

自
分
の
年

金
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
る
絶
好

の
機
会
だ
と
思
い
ま
す

。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し

。

な
く
f

口
日

時

8

月
8

日
(
水
)

午
前
叩
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館
応
接
室

口
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課
年
金
係

(宮
9
6
6

・

2
2
2
3
)

広報かわうち



町
政

、 ~ews
0-

Q 
句

イじ

-読
書
感
想
文
募
集

口
部
門
及
び
応
募
資
格

O
小
学
校
低
学
年
の
部

O
小
学
校
高
学
年

の
部

O
中
学
校
の
部

(
各
学校
を
通
じ
て
応
募
)

O
一
般
の
部

町
内
在
住
の

一
般
町
民

(
高
校
生
・
大
学
生
含
む
)

口
応
募
作
品

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

口
応
募
用
紙

4
0
0

字
詰
め
原
稿
用
紙
5

枚

(小
学
生
は
3

枚
)
以
内
と
し
、

l

行
目
に
「
私
の
感
銘
を
受
け

た
本
」
と
書
き
、
次
の
行
に
書

名
、
著
者
名
、
発
行
所
名
を

書

く
。

氏
名
、
年
齢
、
住
所

、

職

業
を
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い

。

口
締
切

平
成
日
年
目
月

1

日
ま
で
に

川
内
町

中
央
公
民
館

事
務
局

へ

お
送
り
く
だ
さ
い
。

日
発
表
と
表
彰

各
部
門
と
も
入
選
3

点
以
内

、

佳
作
3

点
以
内
と
し
、
広
報
で

発
表
。

入
選

、

佳
作
と

も
賞
状

と
記
念

品
を
贈

り

ま
す
。

保

自医
己療
負費
担を
し全
た額
と
き

次
の
よ
う
な
場
合

、

か
か
っ
た

費
用
を
全
額
自
己
負
担
し
て
も
、

市
区
町
村
の
担
当
窓
口
へ
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
老
人
保
健
法
で

定
め
ら
れ
た
基
準
額
に
つ
い
て

、

あ
と
か
ら
支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

一
Jや
む
を
得
な
い
事
情
で
保

1
l
よ
一

-
1
L
険
証
を
持
た
ず
に
受
診
し

た
り

、

保
険
診
療
を
取
り
扱
っ

て

い
な
い
医
療
機
関
に
か
か
っ

た
場

合
。

(海
外
渡
航
中
の
治
療
を
含

み
ま
す

)
一
手
術
な
ど
で
輸
血
に
用
い

川
口
た
生
血
代
や

、

コ
ル
セ
ツ

め つ ト
~ たたな

(jj哩宮、 場場ど

‘詰愈‘ 合合の
‘?ヨ七且 の ふ j台

‘・・F み ( 療ー『、ー適医補
......用師装

/~さが旦
i伊万t..1 ~)l れ必代
、J' t:r.:ぷジつま要か.
可~'</すとか

) 認か

ー
一
は
り
・
灸
・
マ
ッ

サ
ー
ジ

ー
ト
」
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
場

合
。

(医
師
が
必
要
と
認
め
た
場

合
の
み
適
用
さ
れ
ま
す

)

-問い合わせ先

化・……・・中央公民館 (ft 966-472 1 )

保………福祉課 (ft 966-2223)

文

老

-
夏
休
み

課
題
図
書
紹
介

【
小
学
校
低
学
年
の
部
}

-
バ
ン
ザ
イ
ー
な
か
や
ま
く
ん

太
田
京
子
著
(
草
炎
社
)

.
で
こ
ち

ゃ

ん

っ
ち
だ
の
ぶ
こ

著

(P
H
P

研
究
所
)

{
小
学
校
中
学
年
の
部
】

・
ア
デ
ィ
オ
ス
ぼ
く
の
友
だ
ち

上
条
さ
な
え
著
(
学
研
)

広報かわうち

命



8月のもよおし
~14 
柔」一一

道険骨
整診折
復療
師をね
の取ん
施りざ
術扱な
を つ ど
受てで
けい保

民主
ど重
の病
移人
送の
に入
車院
代
力、‘ 転

か院
かな

区言 つ
町 iム f一

村町場
庁、 1)' ..6. 

承堂弓
壬刃昌i'

が・ と

得認
り ω

れ
たか
I曇つ
合市

ショー、盆踊り 、ぉ

・子育て広場 一，

口日時 8月 11 日 (土)9時30分~ 11時ユ

(受付9時~9時30分) Fヨ

口場所川内保育園 7" 

口内容 シャボン玉遊か、砂遊び、 =丘
水遊び、 プール遊び Z= 

口持ってくる物 タオル 、 着替 え、 11.K 

水着、ゴムぞうり、水筒 、 11帽子など 1三

※大きい プールも利用できますの ン
で、お母さん方も水着など、水遊 Aヲ

びができる服装をご用意ください。 コ

・あおぞう広場 Y 
グ 、4酬，〆 : 砂場や遊具で親子一緒に楽しく遊 IJ、

※参加者全員にプレゼント進呈 . びましょう 。 s

毎週金H程日 午前9時~ 11"寺

・育児相談

子育てで困っている こ と 、

悩んで、いることがあればお電

話ください。 (包966 -2080) 

[問い合わせ先]

川内保育園 fi966 -2288 

子育て支援センタ ー

宮966 -2080 

裏山
祭出

R U1 18 日QbE『
午後6時~(雨天の場合、 翌 日に順延)

口場所川内中学校グランド

口内容 夜店(各種団体 ・川内町商店有

志) 、 実行委員会参加団体に よる 各種イ

ベン ト、和太鼓の演奏、ガオ レン ジャ ー

楽しみ大抽選会など

第24回川内町

人権・同和教育
フェスティパル

~町民一人ー人がすすんで参加・実践する

明るい人権尊重の自分づくり町づくりの推進~

8月 12 日(日)午前9時~ 11時30分

川内町中央公民館

人権啓発かるた入選発表

お手玉検定

人権劇「桜家のだんらんJ
出演:東奇幼稚園、 中学校、婦人会、 郵便局

読書会、 ママさん・ )11小コーラス他有志

Y， 竹下! L81:し油会 。ム:，
i¥O; 1.. 

時
所
容

日
場
内

口
口
口

の
み
適
用
さ
れ
ま
す
)

市晶軟式 ノ
@ 野球大会

8月 14 日(火)

15 日 (水)

川内中学校グランド

時口日

所口場

-
ぼ
く
ら
は
知
床
探
検
隊

関
屋
敏
隆
著
(
岩
崎
書
店
)

{
小
学
校
高
学
年
の
部
}

-
チ
口
と
秘
密
の
男
の
子

河
原
潤
子
著

(
あ
か
ね
書
房
)

.
少
年
た
ち
の
夏

横
山
充
男
著
(
ポ
プ
ラ
社
)

.
森
の
ス
ケ
|
夕
|
ヤ
マ
ネ

湊

秋

著
(
文
研
出
版
)

【
中
学
生
の
部
】

・
口
|
ワ
ン
と
魔
法
の
地
図

エ
ミ

リ

l

・

ロ

ッ
ダ
著

(あ
す
な

ろ
書
房
)

・
坂
本
龍
馬

古
川
薫
著
(

小
峰
書
店
)

.
君
た
ち
へ
の
遺
産
自
神
山
地

斎
藤
宗
勝
著
(
ア
リ

ス
館
)

【
高
校
生
の
部
】

・
旅
路
の
果
て

メ
ア
リ
l

・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ・
コ
1

デ
ィ
著

(
講
談
社
)

.
そ
し
て
寄
跡
は
起
こ
っ
た
1

ジ
エ
ニ
フ7
1

ア
l

ム
ス
ト
ロ
ン
グ
若

(
評
論杜
)

命
広報かわうち



6

月

μ
日
、
河
之
内
の
惣
河
内
神
社
で
、

H

あ

じ
さ
い
の
杜
ま
つ
り
H

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
代
の
宮
司
の
佐
伯
清
明
さ
ん
が
、
山
あ
じ
さ

い
の
美
し

さ
に

魅
せ
ら
れ
て

、

境
内
に
植
栽
し
始

め
た
の
が
平
成
4

年
。
約
却
種
の
山
あ
じ
さ
い
が

境
内
を
飾
り

、

訪
れ
る
人
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た

が
、
清
明
さ
ん
が
5

年
前
に
亡
く
な
ら
れ
て
以
後

は
、

現
宮
司
の
佐
伯
敦
さ
ん
と
地
元
有
志
で
手
入

ま
つ
り

6/24 

0 
俳人松根東洋i成ゆかりの一
畳庵で聞かれた た一貴庵展ミ

れ
を
行
い
、
今
で
は
あ
じ
さ
い
も
約
印
種
、
8
0
0

本
に
増

え
ま

し
た
。

あ
じ
さ
い
の
社
ま
つ
り
は
、
こ
の
あ
じ
さ
い
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い

、
地
域
活
性
化
に

結
び
つ
け
よ
う
と
始
ま
っ
た
ま
つ
り
で

、

今
年
で
3

回
目
。

神
社
の
夏
越
祭
り
も
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
、
境
内
に
は
、

参
拝
者
の
ほ
か

、
あ
じ

さ
い
を
楽
し
む
人
ゃ
あ
じ
さ
い
の
花
を
カ
メ

ラ
に

収
め
る
人

、
句
作
に
励

む
人
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
あ
じ
さ
い
の
苗
木
、

農
産
物
、
焼
き
鳥

、

駄
菓
子
の
販
売
ゃ
そ
う
め
ん
流
し

の
ほ
か

、
俳
句
会

、

お
神
楽
、
仮
設
ス
テ

ー

ジ
で
ア
マ
チ
ュ
ア
バ

ン
ド
の
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
、

大
正
琴

・
和
太
鼓
の
演
奏
、
神
社
近

く
の
公
民
館
で
は
ち
び
っ
こ

工
作
教
室

、

惣
河
内
神
社

隣
の
金
毘
羅
寺
山
門

で
は
も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
と
な
り
ま
し
た

。

ま
た

、
俳
人
松
根
東
洋
城
ゆ
か
り
の
二
畳
庵

H

で

は
、
絵
画
、
陶
芸
、
造
形
な
ど
の
美
術
作
品
展
や
松
根

東
洋
城
と
そ
の
門
人
だ
っ
た
同
神
社
の
佐
伯
巨
星
塔
と

の
交
流
を
偲
ば
せ
る
ハ
ガ
キ
な
ど
の
展
示
も
行
わ
れ

、

訪
れ
た
人
は

、

斬
新
な
作
品
と
貴
重
な
資
料
に
熱

心
に

目
を
と
お
し
て
い
ま
し
た

。

。境
内
'に
設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー

ジ
で
、

和
太
鼓
を
演
奏
す
る

H

夢
童
ア
の

メ
ン
バ
ー

。境内の一角で開催
された俳句会

広報かわうち

合



。ー畳庵。でふれあい
音楽鑑賞会 6/20 

還
暦
式

7/1 

7 月 1 1:1 、満60歳の方93人が参加

して、還暦式が中央公民館で行われ

ました。

大ホールで行われた記念式典の後、会場を

移して記念講演会が行われました。 生涯学習

推進講師の勝田利雄先生の「還暦を迎えて」と

題した記念講演では、ド余生は誉生否 。 いつも

笑顔で体も元気に生きま しょう Jと 60歳からの

生き方をユーモアた っぷりに話されました。

この後、記念撮影 ・ 会食をし、人生の節目

を祝いました。

. . . 
• • • • • . .... . .. . .. . . . . .. . . . . . . . . . . . .. . .. .. .. .. ... .. .. .・

「地域ふれあい交流事業j の一環として、 音楽鑑賞

会が河之内の惣河内神社の一畳庵で行われました。

青木一男さん ( クラシックギター ) と楠橋美穂さ

(フ ルー ト ) をお迎えしての音楽鑑賞会には、東谷小

学校の児童とその保護者ら約60人が集まりました。

谷水の音が遠くに聞えるあじさいの社に、クラシ ッ

クギターとフルートが奏でる曲が流れ、聴衆を魅了し

ていました。

-・・・・・・・・・・・.. . 

七
夕
ま
つ
り

みなさん
7 月 7 日、姉妹町の木次町か ら PT

Aの関係者55人が来町し、 川内 11IJ・の P

TA と交流を深めました。

木次町 P T Aのみなさんは 、 本町へ

到着してすぐシャフルボード、ヒ ッ ト

ザ、 ・ ターゲット、レクノT レーのi怪スポ

ーツを川内 IIIT P TA とい っ しょに楽し

みました。

レクバレーでは岡町が対戦し、エキ

サイトする場面もあり、短時間で友好

がi~~ まりました。

この後、意見交換会も、レクゲーム

と同様に盛り上がったそうです。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

7 月 14 日、川内

保育園で七夕まつ

りが行われました。 ャ

園庭には子ども f 

の大好きな夜店が

並び、わた菓子や

氷をほおばりなが (

ら、金魚すくいに

興じる子どもたちの姿が見られました。 夜店が閉店した後

には 、 子ども太鼓や踊り 、 花火なども行われ、子どもたち

は、楽しい夏の夜を過ごしました。

会

7 月 14 日、中央公民

館でサマーコンサー ト

が開かれました。

今年は、 三 1 1鳴校長先

生の指揮で、 一色PTA

会長さんの歌が披露さ

れるなど、楽しいコン

サートとなりました。

川内中学校欧奏請

サマーコンサー

広報かわうち
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タ川上スポサ年肌ジュニア9
バドミントンクラブの

ご市立17"青白圭基-h\ d 
11:>l.ロμ.7ú7l'1:コ IJ- (/ 

全国大会出場

似ラーぐ耳
目 I I I I I I I I I I I I I I • 

く大会結果 (県大会出場のみ掲載) )

種目

柔道

(男子)

陸上

水泳

成

(団体) f五 IJ券
(個人)
55kg級優勝小倉大部11
55kg級準優勝 名越勇治
60kg級優勝 大型T慧太
66kg級優勝渡部剛志

(優勝)
O陸上男子800m リレー

績

竹井有1\弥 ・平岡 慧 ・ 阿国勢一 - 日高康長~
01盤上 3 年女子100m 乃万相衣加
O陸上共通男子1l0mH 日高康純
0陸上共通男子三段跳 岡田勢-
O陸上共通男子三種競技A 山下直晃
(準優勝)
0陸上 3 年男子1500m 平岡議
0陸上共通男子砲丸投げ 西野竜二
O陸上共通男子三段跳 竹井郁弥
第 3 位
01箆上 l 年男子1500m
0陸ヒ共通男子1l0mH

(優勝)
O水泳男子~400m リレー

高岡賢人

西野竜二

福羅泰貴-児島貴信 -藤田浩晃 ・ 加藤詠吉
07]\. i永男子400m メド レーリレー
高須賀稔篠田浩晃 ・福羅泰糞 ・加藤詠吉

07j(iik男子100mバタフライ福羅泰貴
0水泳男子100m平泳ぎ 藤田浩晃
O水泳男子200m平泳ぎ 藤田浩晃
0水泳女子50m自由形 高須賀文香
O水泳女子100m 自由形 高須賀文香
O水泳女子200m自由形 野原亜紀子
(準優勝)
0水泳男子100m自由形 福羅泰賞

6 月 9 日、第 2 回全国小学校ABCバドミントン

大会愛媛県予選が県総合運動公園体育館で行われ、

C クラス ( 1 . 2 年生) 男子シングルで、 川内] B 

C の渡部克栄君 (J 11 上小 2 年)が優勝、川内 ]B C

東凌輔君 ( J 11 上小 2 年) が準優勝に、また C ク ラス

(l ・ 2 年)女子シングルスでは、 渡部加奈絵さん

(j l l 上小 2 年)が準優勝に輝きました。 バドミントン | 男子 ・ 女子、個人とも推薦
渡部克栄君は、 8 月 25 日 .26 日 に埼玉県久喜市で行

われる全国大会に出場します。
. . . 
• . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
• . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・

6 年男子シングJレス

6 年男子ダフルス

5 年男子シングルス

5 年男子ダブルス
2 年男子シングルス
2 年男子シングJレ ス
2 年男子シングルス

2 年女子シングルス

優勝東将平
第 3位東将平 ・ 森裕紀

第 3位渡部大吾
準優勝 渡部大著 ・ 渡部大地
優勝渡部克栄

第 3 位 中川護也
第 3位東凌輔
第 3位渡部加奈絵

ぬ

川内 JBCc川内スポーツ少年団川内
ジュニアバドミントンクラブ)大活躍!

6 月 23 日、 第 4 回愛媛県・ 小学生バ ドミント

ン選手権大会が県総合運動公園体育館で行われ、

川内 ]B C の児童が上位入賞を果たしました。

大会の主な結果は左下のとおりです。 (敬称略)

広報かわうち
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1 CQ)__j カメラレポート

6 月 24 日、 7 8 人が参加 して、レクリ

エーションスポーツ大会が川上小学校グ

ランドで開{崖されました。

ストラックアウト競技で行われた大会の

結果は次のとおりです。 (敬称、 11陪)

く小学生の部>
優勝 渡部耕土
準優勝 大西 翼
第 3 位 富久 i問 也
<一般の部>
優勝 富久賢治
準優勝 三宅秀和
第 3 位 北野完治

h
υ
 

団
部
年
ル
少
一
~

ツ
ポ
場

一
一
出

K
レ
!
会

ス
パ
位
大

上
子
3

国

川
女
第
四

八A
4
t
 

m
… 

第21回全日本パレーボー ル小学生大会の県大会

が 6 月 24 日行われ、 川上スポーツ少年団女子バレ

ーボール部がベス ト 4 に入りました。 7 月 8 日行

われた決勝リ ー グでは、 小野に 2 対 O で破れはし

ましたが、第 3 位となり、四国大会出場権を得ま

した。

川上スポーツ少年団女子バ レーボール部は、 7 月

28 日 . 29 日に高知県高知市で行われる四国大会に

出場します。

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
公民館交流
バレーボ-J
<大会結果>

巨E
0男子の部

優勝 南方東部公民館

準優勝 前松瀬川公民館

。女子の部

優勝 則之内西公民館

準優勝 棋灘団地公民館

I aB I 
O男子の部

優勝 北方東部公民館

準優勝 校{灘団地公民館

。女子の部

優勝 IlIT東部公民館

準優勝 北方東部公民館

広報かわうち

会



「みんなのひろば」に耳寄りな

情報をお寄せください。

(役場総務課広報係

含966-2222まで)

六
月
十
六
日

、
た
ば
こ
組
合
会
員
ら
約

二

十
名
が
参
加
し
て
、
白
猪
の
滝
入
口
の
駐
車

場
付
近
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ア
ジ
サ
イ
の
花
が
み
ご
と
に
咲
い
て
い
る

駐
車
場
付
近
を
中
心
に
空
か
ん
や
ご
み
を
拾

い
集
め
、
約
一
時
間
の
清
掃
活
動
で
辺
り
は

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

。

。ろ鰻
白
猪
の
滝
清
揮

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

j

シ
ョ
ウ
ブ
園
で一

休
み

西
谷
納
涼
盆
踊
り
大
会

8 月 14 日(火)

午後 6 時~
西谷小学校グラン ド

盆踊り 、夜店 (た こ焼
き、おでん、金魚、すく
いほか)

西谷盆踊り大会実行委員会

0日時

0場所

O内容

0主催

清
掃
活
動
に

参
加
し
た
人
た

ち
は
、
こ
の
後

近
藤
数
春
さ
ん

が
丹
精
込
め
て

育
て
た
シ
ョ
ウ

ブ
園
で
、

み
。

一
休

み
ご
と
に
開

花
し
た
シ
ョ
ウ

ブ
の
花
を
楽
し

み
ま
し
た
。

ふ
人i芸

川
内
吟
社
七
月
例
会
報

品
開ハ

御
神
体
迎
ふ
昂
ぶ
り
山
聞
き

長
靴
の
逆
さ
に
干
さ
れ
梅
悶
晴
間

乳
母
車
の
や
〉
の
機
嫌
や
栴
雨
の
晴

風
鈴
に
ほ
っ
と
心
の
ゆ
る
み
け
り

黒
南
風
や
漁
夫
集
ま
り
て
コ
ッ
プ
酒

梅
雨
晴
や
水
漏
れ
防
ぐ
タ
l

ル
塗
る

し
ら
じ
ら
と
明
け
そ
む
峡
や
時

鳥

万
歩
計
腰
に
散
歩
の
梅
雨
晴
間

背
負
は
れ
て
登
る
神
像
山
開
き

時
鳥
僧
小
走
り
に
長
廊
下

時
鳥
二
人
し
て
飲
む
山
の
酒

山
小
屋
に
上
る
炊
煙
ほ
と
〉
ぎ
す

~婦人会かう~
先日の桜学級では、渡部センター長、
野首恒明先生をお迎えしてご指導をいた
だき 、 実り多い研修ができました。 会員
のパネラー7名の方、出席下さった115名

の方々に心からお礼申し上げます。

最後は IJ II 内 IIITの環境を守ろう」と盛
り上がりました。
①自分の袋を持参して買物をし 、 スーパ
ーの袋を必要以上にもらわない。 その
ことが焼却時のダイオキシン防止につ
なカfる 。

②汚染源の米のとぎ汁をボカシやEMで発
酵させると 、 浄化源になる 。 それを
色々と利用して川の水をきれいに。
③発泡スチロールト レイ は、ス ーパーの
回収箱へも 。

④その他、 ゴミを減ら し、ホタルの飛び
交うよい環境にと工夫しよう等などの
約束ごとができました。
ちょっとめんどうだが、「あれっ 。 これは
すごいj という楽しさが味わえます。 楽
しみながら継続いたしましょう 。

回

慶

主 照久 幸水英慶
税幸枝子穂隆 一

鯛
谷

0実践会役員研修会
O第2回桜学級
日時 8月 12 日 ( EI ) 午前9H寺 - 11時30分
場所 中央公民館
人権 - 同和教育フェステイパルに参加

O歩こう会塩ヶ森ウ オ ーク

日時 8月 26 日 ( 日 )午前8時30分~
集合場所 中央公民館
お誘い合せてご参加く ださい。

0 8 月ボカ シづ く り
日時 8月 26 日 ( 日 )午後2時~
場所 中央公民館大ホール
用意できる方は、米のとぎ汁をペット
ボトルに入れ、ご持参ください。

8月 4 日 (土)

倉
楠 菅
野

大
下

熊
田

池 渡
J 11 部

池 矢高矢 和
川 野瀬野田

広報かわうち

幸日
斗静
清波

治
子

典
子

ぬ



歳満句
。与てや/

(
判
阿)

栗

田

梨り

奈な

ち
ゃ

ん

(8月 5日生)

ネーちゃんにまけないぐらい
やんちゃ娘でーす。 ヨロシクネ。

(パパ ママよリ ) 河
之
内
音
田

こ
の
写
真
は
、
昭
和

三
十

一
年
に
河
之
内
音
田

辺
り
を
撮
影
し
た
も
の
。

未
舗
装
の
道
が
田
園
の
中
を
貫
き

、

道
端
に
は

木
柱
の
電
柱
も
建
っ
て
い
る
。

集
落
に
目
を
転
じ

る
と
、
茅
茸
屋
根
が
多
く
、
昭
和
三
十

一
年
頃
の

様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

ま
た
、
背
景
の
山
は
、
左
が
蜂
ヶ
森
(
八
ヶ
森
)

で
右
が
城
の
岸
。

城
の
岸
は
中
世
の
城
跡

、

名
越

城
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
た
め
だ
ろ
う
か
、

音
田
を
中
心
と
し
た
こ
の
辺
り
を
昔
、
内
名
越
村
山

と
い
っ
て
い
た
と
い
う

。

(
写
真川
上
小
学
校
蔵
)

な
つ
か
し
の

写
真
を

募
集
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご

一
報
を
!

，度
部
美み
咲さ
子こ

ち
ゃ

ん

(8月 17日生)

我が家のアイドル美咲子。
明るく優しい子になってね。

(父母より)

も
づ
く
吟
社
七
月
例
会
報

喜
撰
亭

胃
袋
が
嫌
々
し
て
る

今
日
の
酒
武

士

あ
の
土
地
へ
こ
ん
な
立
派
な
二
階
建
て
高
岡
紫
温

雨
具
等
い
ら
ぬ
若
さ
が
通
り
過
ぎ
大
西
辰
夫

悶
音
を
か
き
消
す
程
に
蛙
嶋
く
篠
森
美
登
里

負
力
士
立
派
な
礼
で
土
俵
降
り
野

中

友
親

盲
導
犬
立
派
に
果
た
す
バ
リ
ア
フ
リ
l

平
岡
深
舟

お
袋
の
昧
に
縁
切
る
妻
の
昧
大
島
実

雨
ご
と
に
蛙
の
声
も
喉
が
冴
え
菅
野
美
雪

見
か
け
だ
け

立
派
な
髭
を
持
つ
守
衛
菅
野
華
泉

雨
コ
1

卜

半
分
聞
い
た

蛇
の
目
傘
高
瀬

喜
撰
亭

岡
本

日
時

九
月

一
日

午
後
七
時
半

場
所
中

央
公
民
館

宿
題

痛
い
手
リ
ス
ム

*

ど
な
た
で
も

ご
遠
慮
な
く
お
い
で

下
さ
い
。

晶、J ~ (8月 20日生)
かわいい笑顔のまんま、海より
も広<、大きな心で元気に大き
く なってね。 (父母よリ)

武
方
大
海

く
ん

来月号は、 9 月生まれの満 1 歳

児を募集します。 8 月 5 日までに

役場総務課広報係まで写真とコメ

ントをお寄せください。 選

命
広報かわうち



インフ ォメーション

募

集

-
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院

圃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

口
活
動
内
容

患
者
さ
ん
の
受
付
の
お
手
伝
い
、

病
院
の
案
内

、

移
動
の
介
助

、

食
事
や
入
浴
介
助
の
補
助

、

話

し
相
手
な
ど

口
活
動
場
所

愛
媛
大
学
医
学
部

間
属
病
院

口
活
動
日
時

月
曜
日
1

金
曜
日

(祝
祭
日
を

除
く
)
午
前
9

時
1

午
後
3

時

の
う
ち
ご
希
望
の
日
時

口
資
格

特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が

、

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
え
る
健

康
な
方
。

口
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

愛
媛
大
学
医
学
部
総
務
課
企
画

調
査
係
(
包
9
6
0

・
5

1

2

5
)
 

圏
第
5

回
全
固
ま
ん
が

圃
税
金
展
作
品
募
集

口
テ
ー
マ

税
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
何

で
も
O
K

口
応
募
方
法

B

4

サ
イ
ズ

(片
面
使
用
の
平

面
)、
l

作
品
l

枚
で

、

応
募

作
品
の

裏
面
に
、
作
品
の
タ
イ

ト

ル
の
ほ
か

、

氏
名

、

住
所
、

勤
務
先

(
又は
学
校
名
)、

年

齢

(
又は
学
年

)、

電
話
番
号

を
記
載

口
応
募
締
切
日

9

月

却
日

同
ま
で

口
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

一T
7

9
0

・

0

8

0

8

松
山
市

若
草
町
4

の
3

松
山
税
務
署
税

務
広
報
官
「
税
の
ま
ん
が
」
係

(宮
9
4

1

・
9

1

2

1

)

圏
平
成
日
年
度
愛
媛
県
職
員

闇
採
用
候
補
者
試
験

口
試
験
区
分

①
愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者

(初
級
及
び
資
格
免
許
職

)

式
験

①
愛
媛
県
少
年
補
導
職
員
採

用

候
補
者
試
験

①
愛
媛
県
警
察
官
(
男
性
・
高

校
卒
程
度
)
採
用
候
補
者
試

4
穴

作
民
サ

④
愛
媛
県
警
察
官
(

女
性

・

高

校
卒
程
度
)
採
用
候
補
者
試

ι
火

作
肱
'

口
受
付
期
間

・
8

月
3

日

倒
か
ら

8

月
白
日
悩

ま
で
の
執
務
時
間
中

受
付

(
試

験
区
分
①
及
び
②
)

・
8

月

日
日

附
か
ら
9

月
7

日

悩

ま
で
の
執
務
時
間
中

受
付

(
試

験
区
分
③
及
び
④
)

口
問
い
合
わ
せ
先

試
験
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、

一T
7
9
0

・
8
5
7
0

松

山
市

一
番
町
四
丁
目
4

番
地
2

愛
媛
県
庁
内
愛
媛
県
人
事
委

ロ
貝
ム
五(E
9
4

1

・
2

1
1
1

内
線
3
5
7
6

・
3
5
7
7

)

本目

日炎

白人
権
相
談
所

口
日

時

8

月
l

日

ω

午
後
l

時
か
ら

4

時
ま
で

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別

、

家
庭
内
の
問
題

、

近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家

、

児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

・

体
罰

、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員

、

人
権
擁
護
委
員

い
じ
め
・
な
や
み

等

の
教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月

・

火
・

水
・
金
曜
日

午
前
8

時
羽
分
i

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館

2

暗教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め

・

不
登
校

・

学
業
不
振

等
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、

本
人
ま
た
は
保
護
者

・

関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(無
料

・

秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談

E
9
6
6

・
6

1

5

0

広報かわうち

交
通
事
故
無
料
相
談

口
相
談
日

月
1

金
曜
日

9

時
却
分
l

m
時
的
分

口
弁
護
士
相
談
日

木
曜
日
目
時

1

日
時

口
電
話
相
談

E
9
4
5

・

2
3
3
5

口
相
談
場
所

松
山

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
(
松
山
市
花
園
町
1

の

3

日
本
生
命
松
山
市
駅
前
ピ

ル
6

階
)

会



ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

国検
察
審
査
会
制
度

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ

て
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
の
に
、
検

察
官

が
加
害
者
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不
起

訴
処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る

の
が
検
察
審
査
会
で
す

。

審
査
の
相
談

・

申

立
て
に
つ

い

て
の
費
用
は

一
切
無
料
で

、

秘
密

は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市

一
番
町
三
丁
目
3

番
8

号
松
山
地
方
裁
判
所
内

松
山

検
察
審
査
会

事
務
局
(
宮
9
4

1

・

4

1

5

1

)

自

動
車
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
へ

介
護
料
支
給
制
度
の
改
正

インフォメーション

自
動
車
事
故
に
よ

り

、

脳
、
脊

髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し

、

後
遺
障
害
の
程
度
が
次
に
該
当

(
相
当
)
す
る
方
が
対
象
で
す
。

口
対
象

・

常
時
要
介
護
の
方

号
ま
た
は

4

号
)

(1
級
3

(月
額
)
5
8

、

5
7
0

円

1

1

3
6

、

8
8

0

円

・

随
時
要
介
護
の
方

(2
級
3

号
ま
た
は

4

号
)

(月
額
)
2
9

、

2
9
0

円

1

5

4
、

0
0
0

円

口
支
給
さ
れ
る
額

支
給
額
は

、

前
記
の
範
囲
内
で

在
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス

・

短
期
入

院
等
の
負
担
額
に
応
じ
て
お
支

払
い
し
ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

愛

媛
支
所

(包
9
2
5

・
0
7

0

8
)
 

生
活
セ
ン
タ
ー

の
テ
ス
ト

室

を
開
放
し
ま
す

口
対
象
者

県
内
の
消
費
者
グ

ル

ー
プ
、
消

費
者
団
体
な
ど

口
場
所

生
活
セ
ン
タ
ー

商
品
テ
ス
ト

室

口
開
放
時
間

月

1

金
曜
日

9

時
i

m
時

口
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

、

愛
媛
県
生
活

セ
ン
タ
ー

(2
9
 

2
6

・
2
6

0

3

)
ま
で

コ
ー
ド

相
互
の
接
続
は

コ
l

ド

接
続
器
で

コ
ー
ド

と
コ

l

ド
を
ね
じ
合
わ

せ
て
つ
な
ぎ

、

テ
l

プ
巻
き
に
し

て
い
る
箇
所
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

コ
l

ド
を
ね
じ
合
わ
せ
た
だ
け
で

は
、

接
続
が
十
分
で
な
く
過
熱
し

た
り
つ
な
ぎ
目
が
抜
け
て
、
漏

電

や
シ
ョ
ー
ト

し
て
火
災
に
な
る

こ

と

が
あ
り

、

規
則
で
禁
止
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

コ
ー

ド
が
短
い
と
き
は

、

安
全

で
、
し
か
も
誰
に
で
も
簡
単
に
取

り

付
け
る
こ
と
が
で
き
る

、

コ
ー

ド
接
続
器
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

口
問
い
合
わ
せ
先

側
四
国
電
気
保
安
協
会
愛
媛
支

部

(E
9
4
3

・
3

7

5

1

)

w
y
bレ
M
L

hr
 

も
よ
お
し

口 間圃園間

日 駐第

屯 8
地 図
納 白
涼衛
祭隊
松
山

時

8

月
9

日

附
O
O
K
寸

ハ
U
L
-
-
i

k
j

l

正

3
7

1

2
E

口
場
所

陸
上
自
衛
隊
松

山
駐
屯
地

(松

山
市
南
梅
本
町
乙
1
1

5

)

口
催
し
物

音
楽
隊
演
奏
、
歌
謡
シ
ョ

l
、

.，ごみの収集日
清掃センター 電話 966-4989

1. も えるごみ

収集曜日 収 集 地 域 収集変更日又は収集休止日

東谷 ・ 西谷・ 土谷. ì骨川
月木

奥松瀬川・ 天神

'ii� 変更な し

火 金
北方東・北方西

週
南方東 ・ 南方西

水土
町西 ・ 町東 (天神 を除 く ) 8 月 15 日 (7)<)は
山田 ・横灘団地 ・ 前松瀬川 8 月 16 日休)に収集

2 . も えないごみ・ 有資源回収

ベットボ トル・ ガフス 2E 
有資源回収

空き古T鎖
収集地域 トレイ頒 ピン~Ji及び

乾電池怒lもやさなし喝の 蛍光灯類

*谷 ・ 西谷 ・ 土谷 ・滑川
8 / 6 (月) 8 / 1 3 (月) 8 / 2 0 (月) 8 / 27 (月)

奥松瀬川 ・ 天引11

北方東北方西-南方東
817伏) 8 / 1 4ω 8/210() 8 / 28ω 

南方西

IIIT西町東 (天千1 1 1 を除く )
8/8(7)<) 8 / 16休) 8/22(7)<) 8/29(7)<) 

山 8:1 . 初'iibilf団地 ・ 前松瀬川

会
広報かわうち



8月健康情報

II百E若軍属ヨ
0いきいき健康講座(夜間)

テー マ 「自分でできる健康管理~基本健診結果の見方など~J
講 師 愛媛県立中央病院内科清水一紀医師

日 時 8月 22 日 (水) 午後7時30分~ 9時

場 所 健康センター2階

-E豪華1;閥
0健康相談 ・ 栄養相談
血圧測定、尿検査を行っています。 健康に関すること

はお気軽にご相談下さい。

日 時 毎週水曜日 午前9時 ~ 12時

場 所 健康センター l階運動指導室

Oこころの健康相談
精神的に不安定だったり 、お年寄りの痴呆等の相談を

お受けしています。

日 時 8月 3 日 (金) 午後1時30分~ 3時30分

場 所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡下さい。

B-
日時 8月 22 EI (水)
場所 東予産業 (株) 川内工場

中予精工 (株)

三浦精機 (株)

l 1Ili:軍国語闘臨畑

午前9時~ llfl寺

正午~午後l時
午後l時30分~4時

日時 毎週月曜日 午前8時30分~ 9時

場 所 健康センター

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札、狂犬病予防注

射j斉票

* 不幸な犬をつく ら ないためにも、繁殖を希望しない場

合は不妊 - 去勢手中pfに努めましょう 。

Ea師詩書

I~ 日 時 対象児と注意事項

日
8月 13 日 明)

6 カ月 ~7歳6カ月の者
本 * 標準的には、 3歳で2回、 4歳でl回の
月過 午後2~31侍

計 3回受ける必要がありま す。当ミ

麻 8月 22 日同
l歳~7歳6カ月の者

疹 午後2 ~3時

場所 健康センタ -2 階

持参品 母子健康手帳、 予防接種手帳、体温計

7月・ 8月は、

「愛の血液助け合い運動」月間です。

献J(Il にご協力い

ただけるのは、体

重や年齢 ( 16;夜 ~69

歳)なとの条j!l: を if.tj

たした陀康な人。

献J(11 は 、健康な

人ならだれでもで

きるボランテイアです。 輸J(I1を必要とす る

店、者さんには、あなたの思いやりが必変ーで

す。 どうぞ、進んて'iI.止 I II lにご協力ください。

13 当番医 住所 電話

5 日 ( 自慢日 ) 西野内科ク リニ ック 重信町牛)~U 964・2200

12 日 ( 日 B\ll日) 西本整形外科 重信町田窪 964・ 1611

19 日 ( 日曜日) 中川病院 松山市南梅本町 976-7811 

26 日(目隠日) 〈ぼた内科 松山市北梅本町 970-0011 

夏場は家庭での食中毒が危ない!

食中毒を防ぐ③つの原則
蒸し暑い夏は 、 食中毒菌が増殖するのに最も適した季節。

そのため 、 毎年この時期は家庭での食中毒も発生しやす く
なっていま す。 食中毒は、食物に食中毒菌が.付着し 、 これ

か.食物中で大量に増殖することによって引き起こされます。

食中毒菌は 、 いたる場所に存在しますが、その菌を「付
けなし、J I増やさないJ I殺菌する J ことが、食中毒を予防

するための三大原則です。

食中毒菌をつけ ないために

「洗う j
・食物を取り扱う指は菌の二次汚染の原因。 食物を取り扱
うときは、必ず手指を洗いましょう 。 特に |均や魚、卵など
を触っ たら、面倒でもその都度、手を洗うことが大事です。

また、まな板や包丁などの調理器具も二次汚染の原因にな
ります。 特に、肉や魚、卵を扱った後は、洗剤でよく洗い、

熱湯を 卜分にかけて殺菌しましょう 。

食中毒菌を増や さ ないために

「冷蔵庫で保管J
・食中毒菌の多くは、 1O"C以下の低視では増殖がゆっくり
となり 、 150C以下で、は増殖が停止します。 食品に付いた
菌を増やさないためには、冷蔵庫や冷凍庫で保管すること 。

また、冷蔵庫は1O"C以下、冷凍庫は 15
0

C以下を維持する
よう、きちんと温度管理をしましょう 。 冷蔵庫の中に物を

詰め過ぎると冷気の循環が悪くなるので、詰める量は全体
の7割程度に。

食中毒菌を殺菌するために

「加熱」

命

.一部の例外はありますが、食中
毒菌のほとんどは、加熱を十分に
行うことで殺菌することができま

す。 中心部のJR度が75
0

C で 1分間

以上の加熱を目安にし、食品の中

心まで十分に加熱しましょう 。

広報かわうち



町の動き
(7月 1 日現在)

人 口 11 ， 31 2人 . (- 5人 )

男 5 ，339人 (ー 5人)

女 5 ，973人 (+0人)

世帯数 3 ，939戸 (+ 9戸 )

戸籍の窓
( 6 月 受付 分 ・敬称略)

会お誕生おめでと う ございます

住所 保護者 名前 生年月日

原t中 宮IIi~f 敏彦 日向希 5.24 

下古市 和田慎一 拓実 6.2 

市場 坂本悦也 樹里!IIT 6 目3

下海上 東海林誠治 勇希 6.4 

西之if!ll 宇和川茂i洋 詩菜 6.6 

天村l 渡部只志 将実 6.9 

女ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡月日 世帯主

板戸 池田 武 60 6.1 池田 武

下海上 大野ユキ 87 6.6 大野信正

市場 佐伯 ix 54 6.6 佐伯 茂

ヂ1:lj~T 菅野ス ミ子 73 6.14 菅野 i些志

上砂 渡部正夫 77 6.16 i度音11 正夫

竹之5i 高須 9n:;p: 102 6.20 市須舛l平

保免 青山勇夫 84 6.22 青山 男夫

illï 中村 佐伯ミサヨ 89 6.26 佐伯勇三郎

和田丸 佐伯 11ft五l 75 6.26 佐伯 11ft恵

交通事故の発生状況 平成13年 7 月 10日現在

本年

生
一
者
一
者

発
一
死
一
傷

804 

7 

995 

(松山商都察署管内)

・ 「横断歩道、 安全 ・安心作戦J 実施中
・ 歩行者に 目 く(J'り 気く ばり 思いや り

表紙の写真
7月 14 日、 950鉢の応募があった「第 3 回あきが
おコンテスト」で、東谷小学校の相原健人君 ( 1年)

が最低・秀賞(県知事賞) に、大野聖和君 ( 1年)が特
別賞(きれいで賞)に、 山下真央さん(l年)が入

選の栄に輝き ました。 おめでとうございます。

広報かわうち

健康センターから

03歳児健康診査

日時 8月 23 日(木)受付午後l時 ~2時

場所 {地康センター 2階

対象児 平成9年12月~平成10年2月 生まれの幼児

内 容 身体計測、問診、 小児科診察、歯科診察、 健康相談

(栄養、歯科)

持参品 母子健康手帳、ア ンケ ート (事前に送付しま す)

0育児学級

日時 8月 30 日 (木)受付午後l時~2時

場所 健康センタ ー l階

対象児 平成12年9 ・ 10月、 平成13年4 ・ 5月 生 まれの乳幼児

(生後3 ・ 4 カ月、 10 ・ 11 カ月)

内 容 身体計測、発達チェック 、 小児科診察、育児相談、

栄養相談

持参品 母子健康手帳、アンケート (事前に送付 します)

0育児相談
日時 8月 30日(木)受付午前9時 ~ 1O時

場所 健康センタ ー 1 1惜

対象児 平成12年6 ・ 7月、 平成13年1 .2月 生まれの乳幼児

(生後6 ・ 7 カ月、 l歳1 ・ 2カ月 )

内 容 身体計測、発達チェック、育児相談、栄養相談

持参品 母子健康手帳、アンケート (事前に送付します)

0乳幼児相談
日時 毎週水曜日午前9時 ~ 12時

場所 健康センター l階

内容 身体計測、育児相談

持参品 母子健康手帳

よ
り

。
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白猪峠の 炉
お地蔵さん

白猪峠から急峻1ëJ .. 

道を下って行く途中より
法師山を望む

急坂を下り終え
ると、沢に出る

4 

-行程

広大な笹原

白猪峠

白猪の滝遊歩道(トイレの所)

1 時間20分

1 時間30分

井
内
峠
j

日
猪
峠
i

問
屋

る
道
を
選
ん
で
歩
く

。

は
た
し
て
、
こ
の
道
が
正
解
で
、
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ど
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く
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て
白
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に
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た
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に
は
、
傷
み
の
は
げ
し
い
道
標
と
、
少
し
離
れ

た
所
に
ひ
っ
そ
り
と
お
地
蔵
さ
ん
が
件
ん
で
い
た

。

こ
の
峠
の
地
蔵
さ
ん
の
所
で

一
休
み
し
て
か
ら
、
問
屋
に
向
け
、

一

気
に
坂
道
を
下
る
。

俳
人
松
根
東
洋
城
が

H

山
扉
風
H

と
形
容
し
た
よ

う
に
、
こ
の
辺
り
の
山
々
は
急
峻
で
、
坂
道
を
下
る
と
い
う
よ
り
は
、

崖
を
こ
ろ
げ
落
ち
る
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
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ら
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、
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